
制
度
の
現
状

•
令
和
４
年
度
よ
り
保
育
士
等
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
研
修
の
受
講
が
保
育
士
等
の
処
遇
改
善
等
加
算
Ⅱ
の
要
件
と
さ
れ
る
予
定

•
令
和
２
年
度
に
お
い
て
、
加
算
額
の
配
分
方
法
の
更
な
る
改
善
が
図
ら
れ
た
が
、
保
育
士
の
処
遇
改
善
に
つ
い
て
、
ま
だ

課
題
が
多
い

•
ま
た
、
加
算
の
対
象
に
は
保
育
士
の
ほ
か
事
務
職
員
や
調
理
員
、
栄
養
士
等
も
含
ま
れ
る

平
成
29
年
４
月
１
日
付
け
厚
生
労
働
省
雇
用
均
等
・
児
童
家
庭
局
保
育
課
長
通
知
「
保
育
士
等
キ
ャ
リ
ア

ア
ッ
プ
研
修
の
実
施
に
つ
い
て
」
に
て
示
さ
れ
て
い
る
、
下
記
の
研
修
の
各
分
野
と
そ
の
ね
ら
い
等
を
基
に
、

自
治
体
に
お
い
て
実
施
し
て
い
る
と
こ
ろ

保
育
士
等
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
研
修
に
お
け
る
分
野

乳
児
保
育

幼
児
教
育

障
害
児
保
育

食
育
・
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応

保
健
衛
生
・
安
全
対
策

保
護
者
支
援
・
子
育
て
支
援

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

保
育
実
践

※
出
典
：
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制
度
説
明
会
資
料

保
育
士
等
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
研
修
に
つ
い
て

処
遇
改
善
等
加
算
Ⅱ
と
の
兼
ね
合
い
に
つ
い
て

４
分
野
受
講

１
分
野
受
講

2
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課
題
①


事
務
職
員
や
調
理
員
、
栄
養
士
が
受
講
す
る
研
修
分

野
が
少
な
く
、
既
存
の
研
修
分
野
で
は
自
ら
の
専
門
性

に
沿
っ
た
研
修
を
受
講
で
き
な
い

3

研
修
分
野

保
育
士

保
育
士
以
外

（
Ａ
）

計
（
Ｂ
）

割
合

（
Ａ
／
Ｂ
）

食
育
・
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応

1
7
9

7
5

2
5
4

2
9
.5
%

保
健
衛
生
・
安
全
対
策

1
5
8

1
8

1
7
6

1
0
.2
%

保
護
者
支
援
・
子
育
て
支
援

1
9
7

1
8

2
1
5

8
.4
%

乳
児
保
育

2
3
2

8
2
4
0

3
.3
%

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

1
8
1

5
1
8
6

2
.7
%

障
害
児
保
育

2
3
4

3
2
3
7

1
.3
%

幼
児
教
育

2
0
6

1
2
0
7

0
.5
%

保
育
実
践

4
3

0
4
3

0
.0
%

【
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
研
修
に
お
け
る
保
育
士
以
外
の
受
講
割
合
（
令
和
元
年
度
）
】

（
単
位
：
人
）
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課
題
②


事
務
職
員
等
に
つ
い
て
、
実
務
に
即
し
た
ス
キ

ル
ア
ッ
プ
や
地
位
の
向
上
が
図
ら
れ
な
い


保
育
士
の
処
遇
の
改
善
に
加
え
、
事
務
職
員
等

の
処
遇
の
改
善
が
図
り
づ
ら
い

研 修

4
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